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化の割合が等しくなる。このとき，定数�D�の値を求めよ。

関数�\ �� �[ �について，[�の変域を����[�D �とするとき，\�の変域が����\���と２

なるような�D�のとりうる値の範囲を求めなさい。
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D�を���より大きい定数とする。関数�\ � �[ �のグラフ上に点�$�� ��，� �と点�3�� S，� �S �５

�S !� �をとり，関数�\ �D[ �のグラフ上に点�4�� T， �DT �をとる。このとき，2�を原点と

すると，四角形�234$�が平行四辺形となり，直線�24�の傾きが����となった。以下の問

いに答えよ。

���　D�を含まない�S�と�T�の関係式を���つ求めよ。

���　S，T，D�の値を求めよ。
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• 問題 文 より y の 変 域 が 一致 する ので その 組み合わせ
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を 土 昜 金 分け する 。

場合 分け し て 考える 。 ( I ) の = ③ ( D D = @ ( 区 ) ② = ③ 、
ぼ ) 20 = ④

(I) -3 a -6=0,29-6=9 b より G _ 2
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・  ② に ③ を 代入 する と

1 0 q = 2 P た 2

• a > 2 な ので 5 q = p
2

+1然方ga が の グラフ PEI
g.dk y y = 2 つに i の と の より q = p _

1

、 q =  

tsと た 2 で の グラフ
・ 1

の 位置 関係 は
TEX

•
P ( P 、

2 P
2 ) 左 図 e なる 。

1 2 ) D ④ より
L f = 2 を ③ に

い、 ※ な籩 筮琵
し OQ の 傾き は 1 0 a = 5

(l) (8=102) P て 5 P +6=0 代

A は 原点 から 左 へ 1
、

上 へ 2 移動 な ので
( P - 3 ) は 2 ) = O

入 以上 より
P 二 3

、

2 。

Q は P から い さ せる と
p = 3

Q ( P - 1
、

2 P
2

t 2 ) と なる 。
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- ×
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に
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q = 2

また OQ の 傾き は 1 0 より t :
l 0 、 、 . ③ nr


